
さっぽろ香雪病院あれみゅう Aller mieux とは：タイトルになっているこの言葉は、フランス語で「病気が快方する・事態がよくなる」という意味です。

4
月
＝
Ｑ
Ｃ
活
動
委
員
会
で
、そ
の

年
に
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
決
定
。

5
月
＝
Ｑ
Ｃ
活
動
を
知
ら
な
い
職
員

や
、
改
め
て
学
び
た
い
職
員
を
対
象

に
講
義
。
サ
ー
ク
ル
（
部
署
）
の
紹

介
・
取
り
組
み
の
テ
ー
マ
を
選
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
あ
っ
た
改
善
手

法
（
問
題
解
決
・
施
策
実
行
・
課
題

達
成
）
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
課
題

解
決
の
過
程
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
内
容
を
ま
と
め

る
。
11
月
＝
院
内
Q
C
活
動
事
例
発

表
会
で
の
発
表
。
12
月
＝
法
人
忘
年

会
で
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
年
4
回
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
北

海
道
支
部
の
指
導
士
を
招
き
、
客
観

的
な
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当

院
担
当
の
Ｑ
Ｃ
活
動
委
員
が
各
サ
ー

ク
ル
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
相
談

に
応
じ
、
活
動
の
伴
走
者
と
し
て
見

守
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
8
部

署
7
サ
ー
ク
ル
が
Ｑ
Ｃ
活
動
に
挑
み

ま
し
た
。 

事
例
発
表
会
は
、
部
署
、
事
業
所

を
問
わ
ず
、
誰
も
が
聴
講
で
き
、

2
0
1
8
年
11
月
8
日
に
開
催
さ
れ

た
発
表
会
の
聴
講
人
数
は
88
名
と
、

こ
こ
数
年
で
最
も
多
く
、
Ｑ
Ｃ
活
動

へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。 最

優
秀
賞
は
施
設
管
理
課
「
サ
ー

ク
ル
名
：
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｎ
（
ト
ー
ン
）
」
が

受
賞
。
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
院
内

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
複
数
の
市
販
品

を
使
用
し
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

上
で
、
自
作
の
器
具
開
発
に
至
っ
た

経
緯
が
分
か
り
易
く
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
第
2
位
は
高
齢
者
デ
イ
ケ
ア

「
サ
ー
ク
ル
名
：
な
の
は
な
デ
イ
ズ

☆
」
。
通
所
者
様
の
ご
家
族
に
内
容

が
伝
わ
り
や
す
く
、
経
過
を
追
い
や

す
い
個
人
計
画
書
の
作
成
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
だ
活
動
で
し
た
。
第
3

位
は
6
病
棟
「
サ
ー
ク
ル
名
：
は
な

ま
る
」
。
非
感
染
性
廃
棄
物
と
資
源

化
ゴ
ミ
の
分
別
間
違
い
に
取
り
組
ん

だ
活
動
で
し
た
。 

総
評
で
は
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
北
海

道
支
部
の
方
々
か
ら
「
サ
ー
ク
ル
に

自
力
が
あ
り
、
（
最
終
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
後
か
ら
発
表
ま
で
に
）
自
分

た
ち
で
完
成
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い

て
、
期
待
以
上
の
発
表
だ
っ
た
」
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
発
表

サ
ー
ク
ル
や
Ｑ
Ｃ
活
動
委
員
に
と
っ

て
も
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
院
内
で
の

優
秀
事
例
と
し
て
は
、
2
0
1
6
年

に
発
表
し
た
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
「
Ｒ

ｅ-

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
北
海
道
医

療
新
聞
社
発
行
の
月
刊
誌
「
ベ
ス
ト

ナ
ー
ス
」
に
、
2
病
棟
「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
2
0
1
6
」
が
日
本
科
学
技
術
連

盟
発
行
「
み
ん
な
と
改
善
Ｑ
Ｃ
サ
ー

ク
ル
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｑ
Ｃ
活
動
委
員
や
Ｑ
Ｃ
活
動
サ
ー
ク

ル
メ
ン
バ
ー
は
、
自
己
啓
発
・
相
互
啓

発
の
機
会
と
し
て
、
業
種
を
問
わ
ず

院
外
研
修
や
Ｑ
Ｃ
発
表
大
会
の
場
へ

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
他
社

と
の
交
流
を
通
じ
、
問
題
解
決
力
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
な
が

ら
講
義
、
演
習
に
取
り
組
み
、
さ
ら

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
11
月
の

院
内
事
例
発
表
会
に
向
け
て
準
備
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

大
会
の
参
加
実
績
は
、
2
0
1
7

年
に
院
内
で
発
表
さ
れ
た
歯
科

「
O
U
P
S 

O
N
E 

O
K 

R
O
C
K
」

と
総
務
課
「
総
務
課
特
命
班
」
が
札

幌
大
会
、
医
療
・
福
祉
部
門
の
ミ
ニ

発
表
会
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
。
5
病
棟

「
は
じ
め
の
一
歩
」
と
4
病
棟

「
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
」
が
、
福
岡
県

北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第
20
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
医
療
の
改
善
活
動
」

全
国
大
会
i
n
北
九
州
』
で
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
を
逃

し
ま
し
た
が
、
5
病
棟
が
Q
C
活
動

を
通
し
て
製
作
し
た
オ
ム
ツ
ピ
タ
ッ

ト
（
オ
ム
ツ
装
着
道
具
）
は
、
質
問

や
他
院
か
ら
も
導
入
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
Ｑ
Ｃ

大
会
で
当
院
の
活
動
を
積
極
的
に

発
表
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
他
院
の

業
務
改
善
活
動
を
学
ぶ
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
Ｃ
活
動
の
た
め
に
何
か
を
や
る

の
で
は
な
く
、
Q
C
活
動
を
通
し
て

物
の
見
方
、
考
え
方
を
身
に
つ
け
、

普
段
の
仕
事
に
活
か
し
、
質
の
高
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
よ
う
、
今

後
も
法
人
内
に
一
層
根
付
か
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ※Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
…
ク
オ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
略
で
、
も
と
は
製
造
業
で
の
品
質
管
理
手
法
の
ひ
と

つ
。
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
行
わ
れ
る
現
場
主
導
の
業
務
改
善
活
動
。

さ
っ
ぽ
ろ
香
雪
病
院

Q
C
活
動
の
1
年
間

院
内
Q
C
活
動
事
例

発
表
会
の
開
催

院
内
の
優
秀
事
例

大
会
参
加

 トラッキングの可能性ゼロへ!!」  施設管理課 ＴＯＨＮ（トーン） ～コンセント点検を素早く確実に～ 
 ゴミの分別の間違いをなくそう 6病棟 はなまる 
 思春期の心理検査をまとめやすくしたい 臨床心理室 ＴＥＡＭ ＮＥＯ ～発達障害系心理検査について～ 

 OT参加者を増やそう！ 7病棟 ＳＧＫチーム７ 
 書庫内を整理し、時間の有効活用 総務2課＆システム開発室 総務2課＆システム開発室 
 物品管理を見直そう！ 8病棟 ∞（無限） 
 ダサカッコいいＵＳＡ～個人計画書の大改革～ 高齢者デイケア なのはなデイズ☆ 

2018年 院内QC活動事例発表会 
No. 発表テーマ 所属部署 サークル名 

1 

2

3

4

5

6

7

2
0
0
5
年
よ
り
業
務
改
善
委
員
会
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
始
動
し
た
当
院
※Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、年
々
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、今
年
で
14
年
目
を
迎
え
る
活
動
に
成
長
し
ま
し
た
。2
0
1
8
年
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

医療法人五風会は、平成30年9月6日に発生した北海
道胆振東部地震の教訓を活かし、今後想定されている大災
害に対し万全を期すとともに、災害対策強化への早急な対
応が求められているところです。 
こうした状況を踏まえて、法人全体の災害対策に係る体
制強化と総合的な災害対策、震災発生時のエビデンスに
立脚した新たな災害対策を推進させるため、多職種で構成

された「災害対策プロジェクト」を平成30年12月より発足い
たしました。 
「災害対策プロジェクト」では、既存の災害対策マニュア
ル及びインフラ関係の見直しや再検討の他、検討事項毎
に専門的に特化した分科会（電気、水、食料、薬、外部事業
所など）を設置し、月に2度委員会を開催することで検討を
行っています。 
また、災害対策マニュアルの改訂とともに、今後法人にお

ける事業継続計画（Business continuity planning：BCP）
の策定を目指しています。 
災害発生時の初動体制確立ハンドブックとして、有効で
皆が読みやすい、使いやすい「使えるマニュアル」を制作し、
災害対応練習・マニュアル検証としての実働訓練を行い、
バージョンアップを重ねることで、いざ災害が起きた時に、
迅速かつ効率的に態勢を整えることが出来るよう、体制整
備を行うことが重要だと考えています。

進
化
し
続
け
る
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動

災害対策プロジェクトについて 
総務２課 課長 野宮 学 


